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会社概要
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会社名： 第一三共株式会社
設立： 2005年9月28日
事業内容：医療用医薬品の研究開発、製造、販売等
資本金： 500億円
本 社： 東京都中央区日本橋本町三丁目5番1号
支 店： 札幌支店、東北支店、東京支店、千葉支店、埼玉支店、

横浜支店、関越支店、東海支店、京都支店、大阪支店、
神戸支店、中国支店、四国支店、九州支店

研究所：品川研究開発センター、葛西研究開発センター、
館林バイオ医薬センター、製薬技術本部平塚拠点



第⼀三共グループ 売上構成
地域別売上状況
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売上⾼ : 9,551億円
従業員数 : 14,670⼈(国内 8,648⼈)

国内
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62.4%
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持続的な企業価値向上に向けた事業とCSR活動
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コーポレートガバナンス体制図
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第⼀三共グループの環境経営⽅針

第⼀三共グループ企業⾏動憲章（第6条）

• 環境問題への取り組みは⼈類共通の課題であり、企業の活動と存続に必
須の要件として、事業活動が及ぼす環境への影響に主体的に対処する。

環境経営推進規程（第4条 基本⽅針）

• ⽣命関連企業である当社グループは、企業活動全般を通じ、すべての⽣
命活動の基盤となる地球環境の保全を重要な経営課題と位置づけ、良
き企業市⺠として持続可能な社会作りに貢献する環境経営を推進する。



第⼀三共グループ環境経営推進体制
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CO2排出量の推移
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取り組み事例①
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環境監査風景

「平成28年度エネルギー管理優良事業
者等関東経済産業局長表彰」を受賞

環境コンテスト優秀作品を用いた
環境啓発ポスターの作成・掲示

希少性植物のキンラン（絶滅危惧
Ⅱ類：環境省レッドデータブック）
の事業所敷地内での保護活動

環境監査

省エネ活動

第三者検証

WET試験

⽣物多様性

採水の様子



取り組み事例②
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国内外の社員を対象とした環境eラーニング

国内グループ会社社員参加型の
環境配慮推進施策

環境コンテスト優秀作品を用いた
環境啓発ポスターの作成・掲示

環境担当者を対象とした研修会

環境eラーニング

第⼀三共グループ
COOL CHOICE プログラム

環境意識向上ポスター

環境データブック

温暖化対策研修会



2025年ビジョン
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第4期中期経営計画
2016年度 〜 2020年度
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コンプライアンス経営の推進
 第⼀三共グループ個⼈⾏動原則をはじめとするグローバルコンプライアンスポリシーの徹底

社員と会社の相互の成⻑
 「先進の志、誠実さ、情熱」の醸成と多様性の尊重による価値創造、競争⼒確保のための

⼈材育成

コミュニケーションの強化
 CSR/ESG情報の効果的な発信と外部評価の向上

環境経営の推進
 環境負荷と環境リスクの低減および気候変動対応

（2020年度CO2排出量⽬標：2015年度⽐▲5.6％）

医療アクセスの拡⼤
 難病・希少疾患やグローバルヘルスにおける研究開発の促進
 医療インフラが未整備な地域における移動診療、保健⼈材の育成、地域住⺠への保健衛⽣

の啓発活動の実施

第4期中期経営計画－CSR－



SBTによる⽬標設定
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 CO2排出削減の中期⽬標の設定にあたり、SBTイニシアチブがIPCC AR5 RCP2.6と
整合していると認めている⽬標設定⽅法の⼀つであるSDA（部⾨別低炭素化⼿法）
を活⽤し算出された削減値を⽬標とした。

 当社グループのスコープ3の割合が40％以上（2015年度実績：約70％）であるため、
スコープ3（スコープ3の2/3を占める「購⼊した製品・サービス（カテゴリー1）」）について、
「主要サプライヤー（取引額上位90％）の内、CO2削減⽬標のないサプライヤーに対し、
2020年までに⽬標を設定させる」ことを⽬標とした。

CDP, WRI, WWF, UN Global Compactによって開発された手法
※SDA Tool Version 8.により算出

2度目標
IPCC AR5 RCP2.6

SBTイニシアチブにて認めている目標設定方法7種



第⼀三共コーポレートウェブサイト CSR活動だより
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